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謡
伝
書
に
お
け
る
音
声
観
察 

―
―

『
音
曲
玉
淵
集
』
以
外
の
資
料
か
ら―

―
 

竹
村
明
日
香
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
） 

一一
．． 

はは
じじ
めめ
にに――
『『
音音
曲曲
玉玉
淵淵
集集
』』
にに
関関
しし
てて――

 

中
世
日
本
語
の
発
音
を
知
ろ
う
と
す
る
際
、
近
世
の
謡
指
南
書
で
あ
る
『
音
曲
玉
淵
集
』（
享
保
十
二
年[1727]

刊
）
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
本
書
の
巻
一
・
二
に
は
豊
富
な
用
例
と
共
に
連
声
・
四
つ
仮
名
・

ガ
行
鼻
濁
音
・
開
合
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
例
え
ば
、「
つ
め
字
」（
促
音
）
か
ら
母
音
へ
と
移
る
タ
行
連
声

に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。 

（
一
）
一 

つ
め
字
よ
り
う
つ
り
や
う
の
事 
凡
て
つ
め
字
を
キ
ツ
ト
つ

む
れ
は
を
の
つ
と
音
便
叶

○ 

あ 

い  

う 

ゑ 
 

を 
   

―
―

―
―

―

 

た  

ち  

つ  

て 
 

と 

ト
唱
フ 

チ
ャ
ト
モ

チ
エ
ト
モ 

月ケ
ツ

庵タ
ン

佛フ
ツ

意チ

悉シ
ツ

有ツ

法ホ
ツ

縁チ
ン

佛フ
ツ

恩ト
ン

［
後
略
］

（『
音
曲
玉
淵
集
』
巻
一
） 

ア
ン

イ

ウ

エ
ン

ヲ
ン 

本
音 

し
か
し
、「
つ
め
字
」
に
関
す
る
記
述
は
、
近
世
に
流
布
し
た
謡
伝
書
『
塵
芥
抄
』（
天
正
十
一
年
［1583

］）
で

は
、
次
の
よ
う
に
簡
素
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。 

（
二
）
一 

つ
む
る
字
ハ 

前
の
程
を
す
こ
し
お
そ
く
出
し
て 

は
や
く
詰
て 

次
の
字
へ
う
つ
り
た
る
よ
し 

法
花
読
誦
の
こ
ゑ
絶
す
愛
別
離
苦
の
こ
と
わ
り 

此
等
也 

書
尽
さ
れ
す 

能
楽
研
究
で
『
音
曲
玉
淵
集
』
は
、「
編
者
の
見
識
が
発
揮
さ
れ
た
独
自
性
を
持
つ
内
容
」（
能
研
編
一
九
九
八
：

四
一
六
頁
）
と
評
さ
れ
て
お
り
、
実
際
そ
の
通
り
本
書
は
当
時
出
回
っ
て
い
た
他
の
謡
伝
書
と
は
毛
色
が
異
な
る
。 

本
書
に
は
、
契
沖
な
ど
の
国
学
の
知
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
岩
淵
一
九
四
四
他
）、
そ
し
て
、「
日
常
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
音
韻
特
徴
と
発
音
方
法
を
詳
細
に
解
説
す
る
」（『
日
本
語
学
大
辞
典
』1

）
も
の
で
あ
る
と
い
う
見

方
が
従
来
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
本
書
以
外
の
謡
伝
書
を
調
査
し
た
研
究
で
は
、
む
し
ろ
反
対
に
、
謡
伝

書
の
発
音
知
識
を
国
学
者
ら
が
自
著
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
謡
伝
書
は
先
進
的
な
音
声
分
析
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
後
述
）。 

本
発
表
で
は
こ
う
し
た
点
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
べ
く
、
謡
伝
書
に
お
け
る
音
声
観
察
と
、
近
世
国
学
者
に
お
け

る
そ
れ
ら
の
摂
取
状
況
を
示
し
た
い
。 

二二
．． 

室室
町町
後後
期期
以以
降降
のの
謡謡
伝伝
書書
のの
特特
徴徴――

――

表表
・・
竹竹
本本
（（
一一
九九
八八
八八
））
よよ
りり――

――
  

▼
権
威
付
け
の
た
め
に
故
人
に
仮
託
す
る
傾
向
あ
り
。
師
か
ら
相
伝
さ
れ
た
伝
書
を
、
謡
数
寄
の
素
人
が

合
成
・
再
編
し
て
再
伝
す
る
た
め
内
容
が
没
個
性
的
。
流
派
の
特
定
が
で
き
な
い
。 

1 

「
音
曲
玉
淵
集
」
の
項
（
坂
本
清
恵
執
筆
）、
日
本
語
学
会
編
（
二
〇
一
八
）『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
〇
五
頁
。

①
ラ
レ
テ
ア
ル
文
の
動
詞
は
基
本
的
に
他
動
詞
の
意
志
動
詞
で
、
出
現
動
詞
と
配
置
動
詞
に
偏
っ
て

お
り
（
全
用
例
65
9
件
の
う
ち
約
８
割
）、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
位
置
を
表
す
句
や
節
を
伴
う
。

②
ニ
格
と
の
共
起
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
補
助
動
詞
「
-
テ
ア
ル
」
に
お
け
る
存
在
動
詞
「
ア
ル
」

の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③
文
の
構
造
は
、
基
本
的
に
対
象
と
な
る
名
詞
が
主
語
と
な
る
受
動
構
造
（
「
（
対
象
）
ガ

～
ラ
レ

テ
ア
ル
」
）
で
、
主
語
は
物
名
詞
が
約
９
割
を
示
す
。

④
ラ
レ
テ
ア
ル
文
の
意
味
は
、
述
語
動
詞
の
有
す
る
意
味
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
動
作

主
の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
か
否
か
、
ま
た
結
果
存
続
の
状
態
が
動
作
主
の
意
図
の
も
と
で
行
わ
れ

た
行
為
の
結
果
で
あ
る
か
否
か
も
決
め
手
の
一
つ
と
言
え
る
。

⑤
ラ
レ
テ
ア
ル
文
は
、
動
作
主
の
意
図
の
有
無
に
よ
っ
て
「
存
在
描
写
文
」
と
「
行
為
結
果
描
写
文
」

に
大
別
さ
れ
る
。

⑥
「
存
在
描
写
文
」
は
可
視
化
の
有
無
で
、
さ
ら
に
「
眼
前
描
写
文
」
と
「
非
眼
前
描
写
文
」
に
分

け
ら
れ
る
が
、
「
非
眼
前
描
写
文
」
は
基
本
的
に
動
作
主
の
存
在
 
体
が
不
問
で
あ
る
た
め
テ
ア

ル
形
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑦
「
行
為
結
果
描
写
文
」
は
、
動
作
主
の
目
的
や
意
図
が
顕
著
に
表
れ
る
文
で
「
事
前
準
備
」
と
い

っ
た
意
味
合
い
を
表
す
た
め
、
ラ
レ
テ
イ
ル
文
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑧
ラ
レ
テ
ア
ル
文
は
、
テ
ア
ル
文
と
ラ
レ
テ
イ
ル
文
の
性
質
を
両
方
あ
わ
せ
持
っ
て
い
て
、
存
在
表

現
に
近
い
性
質
を
有
す
る
タ
イ
プ
（
「
眼
前
描
写
文
」
）
と
ラ
レ
テ
イ
ル
文
の
よ
う
に
よ
り
受
身
表

現
に
近
い
性
質
を
有
す
る
タ
イ
プ
（
「
非
眼
前
描
写
文
」
）
、
能
動
的
な
性
質
を
持
つ
テ
ア
ル
文
に

近
い
性
質
を
有
す
る
タ
イ
プ
（
「
行
為
動
作
描
写
文
」）
が
存
在
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
「
非
眼
前
描
写
文
」
が
書
き
言
葉
に
偏
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
以
外
は
、
書
き
言
葉

と
話
し
言
葉
に
お
い
て
出
現
す
る
動
詞
や
構
文
上
の
特
徴
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ラ
レ
テ
ア
ル

文
が
話
し
言
葉
よ
り
書
き
言
葉
に
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

韓
済
蓬
（

2024
）
「
 
「
動
詞
の
受
動
形
＋
テ
ア
ル
」
構
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』

（
9
）

pp.221-235
、
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
．

杉
村
泰
（

1996
）
｢
テ
ア
ル
構
文
の
意
味
分
析
－
そ
の
｢意
図
性
｣の
観
点
か
ら
－
｣『
名
古
屋
大
学
人
文
科

学
研
究
』
（

25
）

pp.73-96
．

寺
村
秀
夫
（

1984
）『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
Ⅱ
』
く
ろ
し
お
出
版
．

裵
銀
貞
（

2018
）
「
結
果
を
表
す
「
受
動
動
詞
＋
テ
ア
ル
」
構
文
の
出
現
様
相
の
分
析
」
『
日
本
近
代
学
研

究
』
（

60
）

pp.7-26
、
韓
国
日
本
近
代
学
会
．

益
岡
隆
志
（

1987
）『
命
題
の
文
法
』
く
ろ
し
お
出
版
．

森
貞
（

2001
）「
「
他
動
詞
受
動
形
＋
テ
ア
ル
」
構
文
に
つ
い
て
」『
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要

《
人
文
・
社
会
科
学
編
》
』

(35) pp.21-26
、
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
．

吉
田
妙
子
（

2012
）
｢第

4
章
テ
ア
ル
と
テ
イ
ル
の
相
互
交
渉
と
｢
受
身
形
＋
テ
ア
ル
｣構
文
の
出
現
条
件
｣

『
日
本
語
動
詞
テ
形
の
ア
ス
ペ
ク
ト
』

pp.135-159
、
晃
洋
書
房
．
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▼
「
ほ
と
ん
ど
が
能
楽
論
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
の
謡
の
技
術
指
南
書
で
、
世
阿
弥
・
禅
竹
の
音
極
論
と
は
明

ら
か
な
一
線
を
画
し
、
禅
鳳
の
論
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
か
つ
便
宜
的
で
あ
る
。」（
三
一
一
頁
） 

 

一
方
で
日
本
語
学
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
興
味
深
い
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。（
以
下
、
傍
線
部
は
筆
者
注
） 

 三三
．．
例例
（（
一一
））
濁濁
音音
前前
鼻鼻
音音  

  

中
世
ま
で
は
［nŋa
］［nda
］［nba

］
の
よ
う
に
ガ
・
ダ
・
バ
行
濁
音
に
前
鼻
音
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
濁
音
前
鼻
音
に
関
す
る
記
述
は
、
中
世
で
は
『
日
本
大
文
典
』（1604-08

年
）
の
よ
う
な
外
国
人
宣
教

師
に
よ
る
も
の
が
最
も
早
く
、
日
本
人
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
は
『
以
敬
斎
口
語
聞
書
』（1697-1731

頃
か
）
が

最
初
と
み
ら
れ
て
い
る
（
高
山
一
九
九
八
）。
と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
三
十
年
ほ
ど
早
い
寛
文
二
年
［1662

］
刊
の
『
謡

鏡
集
』（
別
名
：
う
た
ひ
鏡
）
に
は
、
ガ
行
・
バ
行
の
濁
音
前
鼻
音
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。 

 

（
三
）
牙
音
の
清
音
と
云
ハ
。
牙
歯
と
も
に
ひ
と
敷
ひ
ら
き
舌
を
上ウ

ハ
あ
ぎ
に
つ
け
ず
。
下
ば
の
う
ち
に
付
て
。
声

を
出
す
濁
音
と
云
ハ
牙
歯
慥
か
に
合
て
。
は
な
の
中
へ
少
声
を
か
よ
ハ
し
て
う
た
ふ
事
な
り 

 
 

（『
謡
鏡
集
』「
第
一 

五
音
清
濁
之
事
」） 

 

（
四
）
唇
の
音
の
清
と
云
ハ
上
下
の
歯
を
ひ
ら
き
。
舌
を
正マ

ン
中
に
置
。
急
に
声
を
出
す
な
り
。
濁
声
と
云
ハ
上
下

の
歯
を
慥
に
合
て
。
声
を
出
す
へ
し
と
お
も
ふ
時
。
鼻ハ

ナ
の
う
ち
へ
心
を
か
け
。
声
を
出
す
事
也 
 

（『
謡
鏡
集
』 

同
右
） 

  
 

▼
上
巻
の
み
（
元
三
巻
本
か
）2 

著
者
不
明
。
版
元
「
京 

一
条
通
新
町
西
入
」。 

 
 

▼
「
先
行
諸
書
そ
の
ま
ま
の
転
載
と
お
ぼ
し
き
記
事
は
皆
無
に
近
く
、
当
世
風
に
演
繹
し
て
説
き
直
さ
れ
、

（
中
略
）
貴
人
に
所
望
さ
れ
て
清
経
の
曲
舞
以
後
を
謳
っ
た
由
が
見
え
、
ど
こ
か
の
段
階
で
玄
人
が
編
纂
に

関
与
し
て
成
立
し
た
ら
し
い
。」（
能
研
編
一
九
九
八
、
二
八
六
頁
） 

  
 

  

四四
．．
例例
（（
二二
））
アア
クク
セセ
ンン
トト  

  

胡
麻
章
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
例
と
し
て
は
、
世
阿
弥
能
本
や
近
松
浄
瑠
璃
譜
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
坂
本

二
〇
〇
〇
他
）。
金
春
禅
竹
『
毛
端
私
珍
抄
』
に
も
「
い
ぬ
（
犬
）」
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
述
べ
た
記
述
が
あ
る

が
、
謡
伝
書
の
中
に
は
、
よ
り
多
く
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
例
が
あ
る
。 

▼
奈
良
県
宝
山
寺
所
蔵
の
金
春
家
旧
蔵
伝
書
の
一
つ
。
仮
綴
大
本
。
江
戸
初
期
の
写
し
か
。 

▼
伝
・
金
春
宗
筠3

著
『
宗
筠
袖
下
』
記
載
後
の
数
丁
に
、
胡
麻
章
付
き
で
「
い
ろ
は
」
順
に
並
べ
た
語
彙
や

ア
ク
セ
ン
ト
型
ご
と
に
並
べ
た
語
彙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

【
図
一
】『
金
春
流
詠
口
伝
集 

宗
因
袖
下
』（
般
若
窟
文
庫
二-019

） 
 

 
2 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
神
戸
女
子
大
学
森
修
文
庫
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
刊
本
の
写
し
、
鴻
三
七-

113

）、
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
（
書
名
『
宇
多
伊
茂
の
』）
に
所
蔵
が
あ
る
。 

3 

金
春
宗
筠
は
、
禅
竹
の
子
で
、
禅
鳳
の
父
で
あ
る
金
春
元
氏
。『
宗
筠
袖
下
』
は
、
全
百
ケ
条
の
書
で
写
本
も
多
い
が
、
内
容

か
ら
み
て
宗
筠
の
著
述
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
表
・
竹
本
一
九
八
八
：
三
一
三―

三
一
四
頁
、
能
研
編
一
九
九
八
：

一
三
二
頁
）。 
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主
に
、
高
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
「
－
（
平
胡
麻
）」「
／
（
上
げ
胡
麻
）」
と
、
低
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
「
＼
（
下
げ
胡

麻
）」
を
朱
で
附
し
て
い
る
。
い
ろ
は
順
語
彙
は
約
二
百
語
、
数
字
が
約
二
十
語
、「
上
下
の
文
字
」
が
約
百
語
、

「
下
を
を
と
す
文
字
の
事
」
が
約
三
十
語
、「
中
を
を
と
す
文
字
の
事
」
が
約
二
十
語
あ
り
、「
上
下
の
文
字
」
以
降

は
ア
ク
セ
ン
ト
型
ご
と
に
語
を
羅
列
し
て
い
る
（
※
以
下
、
Ｈ
は
高
ア
ク
セ
ン
ト
、
Ｌ
は
低
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
）

（
五
）
憚

｜
｜
｜
｜

（
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
）
春レ

（
Ｌ
Ｈ
）
花｜

＼
（
Ｈ
Ｌ
）
原＼

｜
（
Ｌ
Ｈ
）
濱｜

｜
（
Ｈ
Ｈ
）

橋｜
＼

（
Ｈ
Ｌ
）
生｜

＼
｜

（
Ｈ
Ｌ
Ｌ4

）

葉｜

（
Ｈ
） 

 
 

 
 

 
（
い
ろ
は
語
彙
「
は
」
の
項
）

（
六
）
春＼

｜
ル

秋＼
｜

キ

夏＼
｜

ツ

冬＼
／

ユ

空＼
／

ラ

其＼
／

方（
略
）

タ

中＼
｜

ウ

経＼
｜

ネ
常＼

／
ネ

 
 

（
※
傍
線
部
ア
ク
セ
ン
ト
は
存
疑
）

 
 

 

舞＼
｜

イ

酔＼
｜

イ

誠＼
＼
＼

ト

露＼
｜

ユ

出＼
｜

テ

御＼
｜

ン

我＼
｜

レ

縁＼
／

ン

只＼
／

タ 
 

 
 

（「
上
下
の
文
字
」）

（
七
）
月｜

＼
キ

雪｜
＼

キ

花｜
＼

ナ

波｜
＼

ミ

雲｜
＼

モ

清｜
＼

ミ

夏｜
＼

ツ

北｜
＼

タ

山｜
＼

マ

 
 

 
 

天｜
＼

ン

音｜
＼

ト

寺｜
＼

ラ

歌｜
＼

ヲ

事｜
＼

ト

後｜
＼

ノ

本｜
＼

ト

旅｜
＼

又｜
＼

タ

 
 

 
 

（
下
を
を
と
す
文
字
の
事
）

「
女｜

｜
＼

（
Ｈ
Ｈ
Ｌ
）」（
現
代
京
ア
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
）
等
の
例
か
ら
、
本
資
料
は
近
世
初
期
の
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
単
語
を
ア
ク
セ
ン
ト
型
ご
と
に
分
類
を
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
現
代
の
「
ア
ク
セ
ン
ト
類
別
語

彙
表
」
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
分
析
観
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

 

五五
．．『『
塵塵
芥芥
抄抄
』』
とと
『『
筆筆
之之
次次
』』 

 

謡
伝
書
の
中
で
最
も
著
名
で
、
永
く
流
布
し
た
謡
伝
書
に
『
塵
芥
抄
』
と
そ
の
解
説
書
の
『
筆
之
次
』
が
あ
る
。

▼
『
塵
芥
抄
』：
天
正
十
一
年
［1583

］
年
成
立
。
一
つ
書
き
で
謡
・
音
曲
関
係
の
説
を
羅
列
し
、
謡
の
用
語
の

解
説
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
伝
本
多
数
。
後
代
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
（
能
研
編
一
九
九
八
）。

▼
『
筆
之
次
』：
寛
永
十
九
年
［1642

］
成
立
。
進
藤
以
三5

著
。『
塵
芥
抄
』
の
本
文
を
一
つ
書
き
で
引
用
し
た

後
に
解
説
を
付
す
（
辻
一
九
八
二ａ
・
ｂ
）。
積
極
的
に
門
弟
に
書
き
与
え
て
同
門
の
弟
子
た
ち
へ
と
伝
播
し

て
い
っ
た
ら
し
く
、
伝
本
多
数
（
田
草
川
二
〇
一
二
）。

4

《
－
＼
－
》
の
胡
麻
章
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
が
坂
本
（
二
〇
〇
〇
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

5

進
藤
以
三
（
？―

寛
文
二
［1662

］
没
）。
進
藤
流
の
始
祖
・
進
藤
久
右
衛
門
忠
次
の
嫡
男
。
舞
台
に
は
立
た
ず
、
寛
永
～
元

禄
初
年
頃
ま
で
京
都
で
素
謡
の
普
及
・
指
導
に
努
め
た
。
近
衛
尚
嗣
や
飛
鳥
井
雅
章
の
日
記
に
以
三
の
謡
に
関
す
る
記
述
が
現
れ

 

▼
「
ほ
と
ん
ど
が
能
楽
論
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
の
謡
の
技
術
指
南
書
で
、
世
阿
弥
・
禅
竹
の
音
極
論
と
は
明

ら
か
な
一
線
を
画
し
、
禅
鳳
の
論
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
か
つ
便
宜
的
で
あ
る
。」（
三
一
一
頁
） 

 

一
方
で
日
本
語
学
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
興
味
深
い
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。（
以
下
、
傍
線
部
は
筆
者
注
） 

 三三
．．
例例
（（
一一
））
濁濁
音音
前前
鼻鼻
音音  

  

中
世
ま
で
は
［nŋa

］［nda

］［nba

］
の
よ
う
に
ガ
・
ダ
・
バ
行
濁
音
に
前
鼻
音
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
濁
音
前
鼻
音
に
関
す
る
記
述
は
、
中
世
で
は
『
日
本
大
文
典
』（1604-08

年
）
の
よ
う
な
外
国
人
宣
教

師
に
よ
る
も
の
が
最
も
早
く
、
日
本
人
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
は
『
以
敬
斎
口
語
聞
書
』（1697-1731

頃
か
）
が

最
初
と
み
ら
れ
て
い
る
（
高
山
一
九
九
八
）。
と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
三
十
年
ほ
ど
早
い
寛
文
二
年
［1662

］
刊
の
『
謡

鏡
集
』（
別
名
：
う
た
ひ
鏡
）
に
は
、
ガ
行
・
バ
行
の
濁
音
前
鼻
音
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。 

 

（
三
）
牙
音
の
清
音
と
云
ハ
。
牙
歯
と
も
に
ひ
と
敷
ひ
ら
き
舌
を
上ウ

ハ
あ
ぎ
に
つ
け
ず
。
下
ば
の
う
ち
に
付
て
。
声

を
出
す
濁
音
と
云
ハ
牙
歯
慥
か
に
合
て
。
は
な
の
中
へ
少
声
を
か
よ
ハ
し
て
う
た
ふ
事
な
り 

 
 

（『
謡
鏡
集
』「
第
一 

五
音
清
濁
之
事
」） 

 

（
四
）
唇
の
音
の
清
と
云
ハ
上
下
の
歯
を
ひ
ら
き
。
舌
を
正マ

ン
中
に
置
。
急
に
声
を
出
す
な
り
。
濁
声
と
云
ハ
上
下

の
歯
を
慥
に
合
て
。
声
を
出
す
へ
し
と
お
も
ふ
時
。
鼻ハ

ナ
の
う
ち
へ
心
を
か
け
。
声
を
出
す
事
也 

 

（『
謡
鏡
集
』 

同
右
） 

  
 

▼
上
巻
の
み
（
元
三
巻
本
か
）2 

著
者
不
明
。
版
元
「
京 

一
条
通
新
町
西
入
」。 

 
 

▼
「
先
行
諸
書
そ
の
ま
ま
の
転
載
と
お
ぼ
し
き
記
事
は
皆
無
に
近
く
、
当
世
風
に
演
繹
し
て
説
き
直
さ
れ
、

（
中
略
）
貴
人
に
所
望
さ
れ
て
清
経
の
曲
舞
以
後
を
謳
っ
た
由
が
見
え
、
ど
こ
か
の
段
階
で
玄
人
が
編
纂
に

関
与
し
て
成
立
し
た
ら
し
い
。」（
能
研
編
一
九
九
八
、
二
八
六
頁
） 

  
 

  

四四
．．
例例
（（
二二
））
アア
クク
セセ
ンン
トト  

  

胡
麻
章
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
例
と
し
て
は
、
世
阿
弥
能
本
や
近
松
浄
瑠
璃
譜
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
坂
本

二
〇
〇
〇
他
）。
金
春
禅
竹
『
毛
端
私
珍
抄
』
に
も
「
い
ぬ
（
犬
）」
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
述
べ
た
記
述
が
あ
る

が
、
謡
伝
書
の
中
に
は
、
よ
り
多
く
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
例
が
あ
る
。 

▼
奈
良
県
宝
山
寺
所
蔵
の
金
春
家
旧
蔵
伝
書
の
一
つ
。
仮
綴
大
本
。
江
戸
初
期
の
写
し
か
。 

▼
伝
・
金
春
宗
筠3

著
『
宗
筠
袖
下
』
記
載
後
の
数
丁
に
、
胡
麻
章
付
き
で
「
い
ろ
は
」
順
に
並
べ
た
語
彙
や

ア
ク
セ
ン
ト
型
ご
と
に
並
べ
た
語
彙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

【
図
一
】『
金
春
流
詠
口
伝
集 

宗
因
袖
下
』（
般
若
窟
文
庫
二-019

） 
 

 
2 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
神
戸
女
子
大
学
森
修
文
庫
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
刊
本
の
写
し
、
鴻
三
七-

113

）、
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
（
書
名
『
宇
多
伊
茂
の
』）
に
所
蔵
が
あ
る
。 

3 

金
春
宗
筠
は
、
禅
竹
の
子
で
、
禅
鳳
の
父
で
あ
る
金
春
元
氏
。『
宗
筠
袖
下
』
は
、
全
百
ケ
条
の
書
で
写
本
も
多
い
が
、
内
容

か
ら
み
て
宗
筠
の
著
述
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
表
・
竹
本
一
九
八
八
：
三
一
三―

三
一
四
頁
、
能
研
編
一
九
九
八
：

一
三
二
頁
）。 
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『
音
曲
玉
淵
集
』
に
は
「
進
藤
以
三
」
の
名
が
見
え
、
ま
た
「
筆
之
次
ニ
」（
巻
四
）
と
い
う
形
で
引
用
も
し
て
い

る
（
辻
一
九
八
二ａ
）。
そ
の
『
筆
之
次
』
に
は
発
音
に
関
す
る
記
述
が
頻
出
す
る
。 

    

五五
．．
一一
．．
アア
クク
セセ
ンン
トト
核核
をを
表表
わわ
すす
「「
アア
タタ
ルル
」」 

『
筆
之
次
』
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
説
明
す
る
際
、「
ア
タ
ル
」
と
い
う
節
名
を
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
表
す
術
語
の
よ

う
に
し
て
用
い
て
い
る
（
竹
村
二
〇
二
四
）。「
ア
タ
ル
」
は
一
モ
ー
ラ
目
を
高
く
発
声
し
、
後
続
の
モ
ー
ラ
を
低
く

す
る
節
で
あ
る
。 

 

（
八
）
源
氏
供
養
の
曲
舞
に
、
心
を
か
け
て
と
い
ふ
心
の
な
か
の
こ
の
字
を
字
あ
げ
て
、
世
間
に
う
た
ひ
な
れ
た

れ
ど
も
、
あ
し
き
ふ
し
な
り
。
は
じ
め
の
こ
の
字
に
、
あ
た
り
て
う
た
ふ
べ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（「
文
字
な
ま
り
は
わ
ろ
し
」） 

 

（
九
）
又
関
寺
に
、
さ
ゞ
な
ミ
や
は
ま
の
真
砂
ハ
つ
く
る
共
、
此
く
の
字
の
あ
た
り
や
う
に
て
、
作
の
字
に
成
て

わ
ろ
し
。
く
の
字
を
あ
げ
て
、
る
の
字
さ
げ
て
、
る
の
字
ひ
ゞ
く
や
う
に
［
※
発
表
者
補―

―

く
の
字
に
］
あ
た
る
、

（
中
略
）
か
や
う
に
あ
た
れ
ば
、
盡
の
字
に
な
り
て
よ
し
。 

（「
し
や
う
を
文
字
に
う
た
ふ
と
い
ふ
は
」） 

「
ア
タ
ル
」
は
中
世
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
永
禄
三
年
［1560

］
奥
書
の
謡
伝
書
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

（
十
） 

ａ
．
■
［
節
符
号
］ 

当
。
文
字
ア
タ
リ
。
此
次
ノ
フ
シ
必
サ
ガ
ル
成
。 

 
 

 
 

 
 

ｂ
．
一
、「
当
」
の
字
付
ル
事
、
一
字
は
つ
て
二
字
め
さ
が
る
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（『
節
章
句
秘
伝
抄
』
所
収
「
温
泉
彦
次
郎
久
長
伝
書
」） 

 

右
の
通
り
、『
筆
之
次
』
で
は
、
下
降
を
表
す
節
で
あ
る
「
ア
タ
ル
」
を
用
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
正
誤
を
説
い
て

い
る
。
そ
れ
は
即
ち
、「
単
語
の
ど
こ
に
下
降
が
あ
る
か
」
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
核
の
位
置
を
問
題
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、「
語
内
の
下
降
位
置
に
よ
り
そ
の
語
が
同
定
さ
れ
る
」
と
い
う
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
特
徴

を
近
世
の
謡
役
者
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
本
書
で
は
、「
常
に
い
ふ
詞
（
＝
日
常
で
言
う
言
葉
）」
で
は
ど
う
か
、
と
い
う
記
述
が
複
数
回
見
ら
れ
る
。 

 

（
十
一
）［
※
漢
字
の
四
声
に
合
わ
せ
て
謡
う
べ
き
だ
と
説
い
た
後
］
但
、
か
や
う
に
四
声
の
せ
ん
さ
く
の
ミ
に
し
て
は
、

一
ふ
し
も
な
る
ま
じ
き
也
。
故
い
か
に
と
い
ふ
に
、
常
に
い
ふ
詞
に
も
ち
が
ひ
多
し
。
た
と
へ
ば
、［
※

発
表
者
補―

山
の
一
字
で
は
ヤ
の
部
分
が
高
く
な
る
が
］
山
姥
と
云
時
は
、
山
と
い
ふ
や
の
字
さ
ぐ
る
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
筆
之
次
』「
章
句
の
な
ら
ひ
の
事
」） 

従
来
、『
音
曲
玉
淵
集
』
で
は
、
中
世
か
ら
の
伝
承
音
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か

し
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
流
行
し
た
進
藤
流
の
謡
伝
書
で
は
、「
常
（
日
常
）」
で
用
い
る
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も

分
析
対
象
と
し
、
日
常
語
の
発
音
を
合
理
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
科
学
的
態
度
を
示
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。 

  

六六
．．
近近
世世
国国
学学
者者
とと
謡謡
伝伝
書書――

「「
分分
析析
のの
枠枠
組組
みみ
」」
とと
しし
てて
のの
間間
接接
的的
利利
用用――

  
 

近
年
、
謡
伝
書
の
発
音
分
析
が
国
学
や
歌
学
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

る
。
堂
上
公
家
集
の
愛
顧
に
支
え
ら
れ
て
活
躍
し
た
（
宮
本
二
〇
〇
五
）。
江
戸
初
期
に
は
進
藤
流
謡
本
は
観
世
流
謡
本
に
次
い

で
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
観
世
座
に
並
ぶ
勢
い
で
あ
っ
た
（
表
一
九
六
五
）。 
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▼
本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』（
天
明
五
年
［1785

］
刊
）
の
四
声
観
は
、『
塵
芥
抄
』
の
「
チ
ャ
ワ
ン
テ
ン
モ
ク

（
茶
碗
天
目
）」
の
四
声
観
に
由
来
す
る
（
竹
村
二
〇
二
三
）。 

▼
契
沖
の
仮
名
遣
書
に
は
、
進
藤
以
三
著
の
謡
伝
書
『
筆
之
次
』
の
利
用
の
跡
が
あ
る
（
竹
村
二
〇
二
四
）。 

▼
歌
学
書
の
四
つ
仮
名
に
関
す
る
言
説
は
、
謡
曲
か
ら
流
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
山
田
二
〇
二
四
）。 

 

契
沖
や
宣
長
は
、「
本
文
の
引
用
」
と
い
う
直
接
的
な
形
で
謡
伝
書
を
利
用
せ
ず
、「
分
析
の
枠
組
み
」
と
し
て
用

い
る
と
い
う
間
接
的
な
利
用
し
て
い
る
と
発
表
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
彼
ら
の
音
声
分
析
の
背
景
に
は
、
謡
伝
書
の

発
音
知
識
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
事
例
を
二
点
挙
げ
る
。 

  

六六
．．
一一
．．
ヲヲ
はは
軽軽
くく
オオ
はは
重重
しし  

――
オオ
ヲヲ
のの
軽軽
重重――

  
 

本
居
宣
長
の
『
字
音
仮
字
用
格
』（
安
永
五
年
［1776

］）
に
お
け
る
「
喉
音
三
行
弁
」
と
「
お
を
所
属
弁
」
は
、

約
六
百
年
に
わ
た
る
五
十
音
図
の
オ
ヲ
の
位
置
錯
誤
を
糺
し
た
も
の
と
し
て
名
高
い
。
宣
長
は
「
喉
音
三
行
の
区
別

を
大
枠
開
合
で
説
明
し
、『
於
乎
』
に
つ
い
て
は
『
皇
国
の
音
の
軽
重
』
と
い
う
独
自
の
概
念
を
設
定
」（
釘
貫
二
〇

〇
七
、
百
頁
）
す
る
こ
と
で
解
決
を
図
っ
た
。 

（
十
二
）
ソ
モ
／
＼
古
ヘ
ノ
仮
字
ハ
サ
ラ
ニ
開
合
ヲ
以
テ
分
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
レ
ド
モ
、
自
然
ト
開
合
ニ
テ
分

ル
ヽ
理
ア
リ
、
マ
ヅ
開
口
音
ハ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
軽
ク
、
合
口
音
ハ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
重
シ
、〈
此
軽
重
ハ
韻
書
ニ
云

ト
コ
ロ
ノ
者
ニ
非
ズ
、
御
国
ノ
音
ノ
軽
重
ヲ
以
テ
云
也
〉 

 
 

（『
字
音
仮
字
用
格
』「
字
音
仮
字
総
論
」『
本
居
宣
長
全
集
』
巻
五
、
三
三
七
頁
） 

 

釘
貫
（
二
〇
〇
七
）
で
は
「
古
代
国
語
の
発
音
を
独
自
に
規
定
し
た
『
軽
重
』
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
の
か
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
ア
行
ワ
行
の
仮
名
の
弁
別
を
『
軽
重
』
で
説
明
す
る
の
は
武
州
麻
布
の
遁
危
子

『
和
歌
童
翫
抄
』
に
先
例
が
あ
る
」（
九
五
頁
）
と
述
べ
る
。 

 

『
和
歌
童
翫
抄
』
は
、
宝
暦
四
年
［1754

］
刊
の
テ
ニ
ヲ
ハ
と
仮
名
遣
い
に
関
す
る
書
で
あ
る
（
佐
藤
一
九
七

六
）。
本
書
で
は
確
か
に
、
左
の
よ
う
に
オ
ヲ
の
軽
重
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 

 

（
十
三
）［
前
略
］
い
ろ
は
四
十
七
字
の
内 

い
ゐ 

を
お 

江
ゑ
と
同
し
こ
ゑ
の
あ
る
は
い
は
か
ろ
く
ゐ
は
お
も

し
。
を
は
◦
か
ろ
く
お
は
お
も
し
◦
江
は
か
ろ
く
ゑ
は
お
も
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
和
歌
童
翫
抄
』、
佐
藤
一
九
七
六
：
五
九
頁
よ
り
引
用
） 

 

一
方
で
、
謡
伝
書
で
も
「
か
ろ
し
」「
お
も
し
」
は
謡
の
基
本
的
な
用
語
と
し
て
中
近
世
に
頻
出
す
る
。 

 

（
十
四
）
音
曲
を
か
ろ
き
お
も
き
と
云
事 

世
上
に
申
あ
つ
か
ひ
伝
る 

い
か
ん
大
方
ハ
は
や
さ
を
か
ろ
き
と
い

ひ 

し
つ
か
な
る
を
お
も
き
と
申
伝
る
か 

此
意
得
大
事
の
相
伝
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（『
音
曲
口
伝
』「
音
曲
に
条
々
儀
あ
り
」
永
正
十
八
［1521

］
年
奥
書
） 

 

（
十
五
）
一
、
惣
別
、
う
た
ひ
に
、
お
も
ふ
・
か
ろ
い
と
い
ふ
事
、
よ
く
し
り
た
る
が
よ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
金
春
安
照
秘
伝
書
』
慶
長
十
一
［1606

］
年
奥
書
） 

（
十
六
）
惣
別
軽
き
字
ハ
小
に 

重
き
ハ
大
成
へ
し 

［
中
略
］ 

口
伝
の
上 

亦
分
別
成
へ
し 

 
 

 
 

 

（『
塵
芥
抄
』「
同
四
十
余
段
の
口
伝
と
云
事
有
」） 

 

『
音
曲
玉
淵
集
』
に
は
「
進
藤
以
三
」
の
名
が
見
え
、
ま
た
「
筆
之
次
ニ
」（
巻
四
）
と
い
う
形
で
引
用
も
し
て
い

る
（
辻
一
九
八
二ａ
）。
そ
の
『
筆
之
次
』
に
は
発
音
に
関
す
る
記
述
が
頻
出
す
る
。 

    

五五
．．
一一
．．
アア
クク
セセ
ンン
トト
核核
をを
表表
わわ
すす
「「
アア
タタ
ルル
」」 

『
筆
之
次
』
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
説
明
す
る
際
、「
ア
タ
ル
」
と
い
う
節
名
を
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
表
す
術
語
の
よ

う
に
し
て
用
い
て
い
る
（
竹
村
二
〇
二
四
）。「
ア
タ
ル
」
は
一
モ
ー
ラ
目
を
高
く
発
声
し
、
後
続
の
モ
ー
ラ
を
低
く

す
る
節
で
あ
る
。 

 

（
八
）
源
氏
供
養
の
曲
舞
に
、
心
を
か
け
て
と
い
ふ
心
の
な
か
の
こ
の
字
を
字
あ
げ
て
、
世
間
に
う
た
ひ
な
れ
た

れ
ど
も
、
あ
し
き
ふ
し
な
り
。
は
じ
め
の
こ
の
字
に
、
あ
た
り
て
う
た
ふ
べ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（「
文
字
な
ま
り
は
わ
ろ
し
」） 

 

（
九
）
又
関
寺
に
、
さ
ゞ
な
ミ
や
は
ま
の
真
砂
ハ
つ
く
る
共
、
此
く
の
字
の
あ
た
り
や
う
に
て
、
作
の
字
に
成
て

わ
ろ
し
。
く
の
字
を
あ
げ
て
、
る
の
字
さ
げ
て
、
る
の
字
ひ
ゞ
く
や
う
に
［
※
発
表
者
補―

―

く
の
字
に
］
あ
た
る
、

（
中
略
）
か
や
う
に
あ
た
れ
ば
、
盡
の
字
に
な
り
て
よ
し
。 

（「
し
や
う
を
文
字
に
う
た
ふ
と
い
ふ
は
」） 

「
ア
タ
ル
」
は
中
世
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
永
禄
三
年
［1560

］
奥
書
の
謡
伝
書
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

（
十
） 

ａ
．
■
［
節
符
号
］ 

当
。
文
字
ア
タ
リ
。
此
次
ノ
フ
シ
必
サ
ガ
ル
成
。 

 
 

 
 

 
 

ｂ
．
一
、「
当
」
の
字
付
ル
事
、
一
字
は
つ
て
二
字
め
さ
が
る
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（『
節
章
句
秘
伝
抄
』
所
収
「
温
泉
彦
次
郎
久
長
伝
書
」） 

 

右
の
通
り
、『
筆
之
次
』
で
は
、
下
降
を
表
す
節
で
あ
る
「
ア
タ
ル
」
を
用
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
正
誤
を
説
い
て

い
る
。
そ
れ
は
即
ち
、「
単
語
の
ど
こ
に
下
降
が
あ
る
か
」
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
核
の
位
置
を
問
題
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、「
語
内
の
下
降
位
置
に
よ
り
そ
の
語
が
同
定
さ
れ
る
」
と
い
う
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
特
徴

を
近
世
の
謡
役
者
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
本
書
で
は
、「
常
に
い
ふ
詞
（
＝
日
常
で
言
う
言
葉
）」
で
は
ど
う
か
、
と
い
う
記
述
が
複
数
回
見
ら
れ
る
。 

 

（
十
一
）［
※
漢
字
の
四
声
に
合
わ
せ
て
謡
う
べ
き
だ
と
説
い
た
後
］
但
、
か
や
う
に
四
声
の
せ
ん
さ
く
の
ミ
に
し
て
は
、

一
ふ
し
も
な
る
ま
じ
き
也
。
故
い
か
に
と
い
ふ
に
、
常
に
い
ふ
詞
に
も
ち
が
ひ
多
し
。
た
と
へ
ば
、［
※

発
表
者
補―

山
の
一
字
で
は
ヤ
の
部
分
が
高
く
な
る
が
］
山
姥
と
云
時
は
、
山
と
い
ふ
や
の
字
さ
ぐ
る
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
筆
之
次
』「
章
句
の
な
ら
ひ
の
事
」） 

従
来
、『
音
曲
玉
淵
集
』
で
は
、
中
世
か
ら
の
伝
承
音
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か

し
少
な
く
と
も
近
世
前
期
に
流
行
し
た
進
藤
流
の
謡
伝
書
で
は
、「
常
（
日
常
）」
で
用
い
る
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も

分
析
対
象
と
し
、
日
常
語
の
発
音
を
合
理
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
科
学
的
態
度
を
示
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。 

  

六六
．．
近近
世世
国国
学学
者者
とと
謡謡
伝伝
書書――

「「
分分
析析
のの
枠枠
組組
みみ
」」
とと
しし
てて
のの
間間
接接
的的
利利
用用――

  
 

近
年
、
謡
伝
書
の
発
音
分
析
が
国
学
や
歌
学
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

る
。
堂
上
公
家
集
の
愛
顧
に
支
え
ら
れ
て
活
躍
し
た
（
宮
本
二
〇
〇
五
）。
江
戸
初
期
に
は
進
藤
流
謡
本
は
観
世
流
謡
本
に
次
い

で
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
観
世
座
に
並
ぶ
勢
い
で
あ
っ
た
（
表
一
九
六
五
）。 
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宣
長
に
先
行
す
る
契
沖
は
、
稿
本
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
て
明
確
に
、「
音
曲
」
を
生
業
と
す
る
者
が
「
オ
は
ヲ
よ

り
重
い
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
刊
本
で
は
削
除
）。 

 

（
十
七
）〈［
前
略
］
わ
ゐ
う
ゑ
お
、
此
ゐ
う
ゑ
お
の
四
字
は
、
ゐ
は
和
以
切
、
う
は
和
宇
切
、
ゑ
は
和
江エ

切
、
お
は

和
遠
切
に
て
、
能
生
の
わ
の
聲
既
に
尤
も
重
け
れ
は
、
所
生
の
ゐ
う
ゑ
お
、
本
音
の
い
う
え
を
よ
り
は
重
き

理
な
り
、
音
曲
を
業
と
す
る
者
、
お
は
を
よ
り
重
し
と
い
ふ
は
、
此
理
を
き
け
る
欤
、
其
外
は
沙
汰
な
き

欤
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
自
筆
稿
本
乙
本
『
和
字
正
濫
鈔
』、
全
集
十
巻
、
二
九
八―

二
九
九
頁
） 

 

「
音
曲
」
が
謡
を
指
す
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
例
と
な
る
の
が
宝
暦
五

年
［1755

］
山
岡
孫
三
郎
筆
『
謡
道
秘
蔵
抄
』6

で
あ
る
。
本
書
は
、『
和
歌
童
翫
抄
』
刊
行
翌
年
の
成
立
で
あ
る
。 

（
十
八
）
一 

文
字
あ
つ
か
ひ
開
合
の
事 

 
 

 
 

 
 

 

附 

色 

当 

色
落 

息
当 

いカ
ロ
シ

ト
ゐオ

モ
シ 

をカ
ロ
シ

ト
おオ

モ
シ 

へカ
ロ
シ

ト
えオ

モ
シ 

しカ
ロ
シ

ト
ちオ

モ
シ 

じ
や
う 

 

ち
や
う 

 

そ
う 

 

は
う 

 
き
や
う 

 

け
ふ 

じ 
 

ぢ 
 

よ
く
／
＼
諷
分
候
事 

色
当
や
は
ら
か
に
あ
た
る 

色
落
や
は
ら
か
に
お
と
す
女
に
多
し 

息
当
の
と
も
り
は
な
へ

返
し
当
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
宝
暦
五
年
山
本
孫
三
郎
筆
『
謡
道
秘
蔵
抄
』） 

た
だ
し
記
述
内
容
に
は
差
が
大
き
く
、
両
者
に
影
響
関
係
は
見
出
し
が
た
い
。
仮
名
の
軽
重
や
開
合
、
四
つ
仮
名

を
記
す
こ
と
か
ら
、
右
の
記
事
は
先
行
す
る
仮
名
遣
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
「
し
」
と

「
ち
」
も
軽
重
で
捉
え
て
い
る
こ
と
、
節
の
説
明
も
添
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
仮
名
遣
書
と
は
別

の
、
謡
の
世
界
に
お
け
る
オ
ヲ
の
軽
重
に
関
す
る
説
を
収
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
宣
長
や
契
沖
の
オ
ヲ
の
軽

重
に
関
す
る
言
説
は
、
こ
う
し
た
謡
伝
書
の
中
か
ら
借
用
さ
れ
た
可
能
性
が
十
分
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
。 

 

六六
．．
二二
．．
仮仮
名名
をを
引引
くく
とと
母母
音音
がが
出出
るる――

長長
音音
にに
おお
けけ
るる
母母
音音
のの
析析
出出――

  
 

宣
長
の
「
お
を
所
属
弁
」
で
は
、
五
十
音
図
の
ア
行
と
ワ
行
の
ヲ
と
オ
の
錯
誤
を
修
正
す
る
た
め
に
、
①
於
が
安

以
宇
衣
と
同
類
で
あ
る
こ
と
、
②
於
が
「
お
」
に
連
な
る
こ
と
を
統
一
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
（
釘
貫
二
〇
〇
七
、
一

一
二
頁
）。
そ
の
①
の
証
拠
と
し
て
、「
地
名
の
引
き
母
音
と
し
て
安
以
宇
衣
類
と
と
も
に
於
類
の
仮
名
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
」、
神
楽
や
催
馬
楽
な
ど
の
「
長
ク
引
テ
ウ
タ
フ
声
」
に
於
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

（
十
九
）［…

］
木キ

ノ
国
ヲ
紀
伊
ト
カ
ク
ガ
如
シ
、［
伊イ

ハ
き
ノ
韻ヒ

ビ
キ

也
］、［…

］
備
中
ノ
郷
名
都ツ

宇
［…

］
日
向
ノ
郷
名

覩ト

唹
［…

］
を
ノ
仮
名
ヲ
加ク

ハ
ヘ
ズ
シ
テ
、
皆
お
ニ
用
ル
飫
唹

オ
オ

等
ノ
仮
字
ヲ
加
ヘ
タ
ル
（
中
略
）
凡
テ
韻ヒ

ビ
キ

ハ

あ
い
う
え
お
ニ
限
レ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
是
又
あ
行
ハ
お
ナ
ル
明
証
ナ
リ
、 

 
 

 
 

6 

鴻
山
文
庫
三
七―

77

。
能
研
編
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
山
岡
が
師
匠
の
厩
橋
修
貞
か
ら
許
さ
れ
て
転
写
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
。
本

書
は
、「
観
世
大
夫
の
法
名
列
記
や
観
世
流
演
目
記
載
か
ら
も
、
本
書
が
観
世
流
の
人
の
手
で
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
厩

橋
修
貞
が
観
世
流
を
嗜
ん
だ
人
物
で
、
黒
雪
の
指
導
を
受
け
た
人
物
の
編
者
な
ど
に
基
づ
い
て
編
ん
だ
書
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
の
山

岡
は
そ
れ
を
忠
実
に
転
写
し
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
」（
二
四
三
頁
）
と
あ
る
。
山
岡
、
厩
橋
と
も
に
未
詳
だ
が
、
山
岡
は
江
州
の
武
士

か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
山
岡
は
寛
延
四
年
山
岡
孫
三
郎
筆
『
謡
書
』（
鴻
山
文
庫
三
七―

42

）
も
残
し
て
い
る
。 
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（『
字
音
仮
字
用
格
』「
お
を
所
属
弁
」『
本
居
宣
長
全
集
』
巻
五
、
三
三
二
頁
） 

 
（
二
十
）
又
神
楽
サ
イ
バ
ラ
歌
ノ
古
本
ニ
、
長
ク
引
テ
ウ
タ
フ
聲
ニ
ハ
、
各
其
韻
ノ
安
以
宇
衣
於

ア
イ
ウ
エ
オ

ノ
字
ヲ
下
ニ
添
ヘ

テ
書
ル
ニ
、
こ
そ
と
の
ほ
も
よ
ろ
を
ノ
聲
ニ
ハ
、
ミ
ナ
於
ノ
字
ヲ
添
ヘ
タ
リ
、
求
子
ノ
歌
ニ
、
安
波
禮

ア
ハ
レ

衣
千チ

者
也
布
留
賀
茂
能
也
之
呂

ハ
ヤ
フ
ル
カ
モ
ノ
ヤ
シ
ロ

於
［
中
略
］
云
々 

 

（
同
右
） 

  

特
定
の
音
節
（
仮
名
）
を
引
く
と
母
音
が
出
る
と
い
う
記
述
は
、
謡
伝
書
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。『
筆
之
次
』

を
含
む
『
塵
芥
抄
』
系
謡
伝
書
に
お
い
て
は
、「
文
字
う
つ
り
」
の
条
に
現
れ
る
。 

（
二
十
一
）
此
う
つ
り
［
※
発
表
者
補―
文
字
う
つ
り
］
の
事
、
た
と
へ
ば
井
筒
に
、
何
の
音
に
か
、
此
の
よ
り
、
音
の

を
に
取
つ
く
程
也
。
の
を
ひ
け
ば
、
を
の
字
出
る
也
。［
中
略
］
又
、
二
字
う
つ
り
と
云
も
、
た
と
へ
バ
江
口

に
、
捨
人
を
お
も
ふ
、
此
捨
人
の
と
よ
り
、
を
の
字
出
る
う
へ
に
、
又
を
の
字
二
つ
有
。［
中
略
］
き
の
字
に

い
の
字
出
、
く
の
字
に
う
の
出
る
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
筆
之
次
』「
文
字
う
つ
り
と
ハ
」） 

（
二
十
二
）
是
ハ
何
に
て
も
字
を
引
候
へ
ハ
あ
と
に
一
字
つ
ゝ
字
を
う
む
物
な
り
た
と
へ
ば 

ら
の
字
を
長
く
引
候

へ
ハ
あ
の
字
出
き
た
と
へ
ハ
さ
ひ
し
き
道
す
か
ら
秋
の
か
な
し
み
と
云
所 

ら
の
字
を
引 

あ
の
字
を
云

に
を
よ
ば
さ
る
や 

 
 

 
 

 
 

 

（『
謡
花
伝
書
（
謡
書
）』「
文
字
う
つ
り
」 

慶
安
三
年
［1650

］
刊
） 

 
 

 

契
沖
『
和
字
正
濫
鈔
』
巻
一
で
は
、
梵
字
の
説
明
に
お
い
て
、
音
を
引
け
ば
摩
多
（
母
韻
）
に
な
る
こ
と
を
述
べ

る
。
こ
こ
で
は
『
筆
之
次
』（
二
十
一
）
と
同
じ
く
カ
行
の
例
を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
自
筆
稿
本

（
乙
本
）
で
は
仮
名
を
用
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
筆
之
次
』
と
類
似
性
が
高
い
。 

（
二
十
三
）
枳
を
引
け
ば
伊
と
な
り
◦
倶
を
引
け
は
宇
と
な
り
◦
計
を
引
け
は
曳え

と
な
り
◦
古
を
引
け
ば
遠
と
な

り
て
◦
韻ひ

ゞ
き

皆
摩
多
の
声
に
帰
る
故
◦
点
書
す
な
は
ち
韻
な
り
。 

（
刊
本
『
和
字
正
濫
鈔
』
十
一
ウ
、『
契
沖
全
集
』
巻
十
、
一
一
八
頁
） 

 

（
二
十
四
）
〈（

朱
）

き
を
引
け
は
い
と
な
り
・
く
を
引
け
は
う
と
な
り
、
け
を
引
け
は
え
と
な
り
、
こ
を
引
け
は
を

と
な
り
て
、〉
ひ
ゝ
き
〈（

朱
）

皆
〉
摩
多
の
声
〈（

に朱
）

帰
〉（
と
な
）
る
故
・
点
書
す
な
は
ち
韻
な
り
． 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
自
筆
稿
本
乙
本
『
和
字
正
濫
鈔
』
九
ウ
、『
契
沖
全
集
』
巻
十
、
二
九
六
頁
） 

宣
長
や
契
沖
の
記
述
を
読
む
と
、
地
名
や
催
馬
楽
、
梵
字
な
ど
の
例
か
ら
母
音
の
析
出
に
気
づ
い
た
か
の
よ
う
に

受
け
取
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
検
証
材
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、「
仮
名
を
引
け
ば
母
音
が
出

る
」
と
い
う
着
眼
点
そ
の
も
の
は
、
検
証
以
前
か
ら
謡
や
謡
伝
書
を
通
じ
て
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
彼
ら
は
謡
伝
書
の
発
音
知
識
を
援
用
し
、
演
繹
的
に
検
証
を
行
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

勿
論
、
謡
伝
書
で
は
引
き
母
音
を
「
を
」
と
し
て
お
り
、「
お
」
を
想
定
し
た
宣
長
の
理
解
と
は
隔
絶
し
て
い

る
。
宣
長
は
謡
伝
書
の
記
述
を
盲
信
す
る
の
で
は
な
く
、
音
声
的
分
析
と
し
て
信
用
に
値
す
る
部
分
の
み
を
「
分
析

の
枠
組
み
」
と
し
て
利
用
し
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
引
用
の
よ
う
な
直
接
的
利
用
で
は
な
く
、
間
接
的
利
用
で
あ

る
。
そ
の
態
度
は
『
筆
之
次
』
の
不
整
合
な
部
分
を
削
除
し
、
合
理
的
な
部
分
の
み
を
仮
名
遣
書
の
記
述
に
利
用
し

た
契
沖
と
も
通
じ
て
い
る
（
竹
村
二
〇
二
四
参
照
）。 

 

近
世
に
お
い
て
謡
伝
書
は
、
当
代
語
を
も
分
析
対
象
と
し
た
先
進
的
な
音
声
観
察
を
行
っ
て
い
た
。
国
学
者
ら
は

そ
こ
か
ら
学
び
取
り
、
有
用
な
部
分
だ
け
を
間
接
的
に
利
用
す
る
手
法
を
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

 

宣
長
に
先
行
す
る
契
沖
は
、
稿
本
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
て
明
確
に
、「
音
曲
」
を
生
業
と
す
る
者
が
「
オ
は
ヲ
よ

り
重
い
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
刊
本
で
は
削
除
）。 

 

（
十
七
）〈［
前
略
］
わ
ゐ
う
ゑ
お
、
此
ゐ
う
ゑ
お
の
四
字
は
、
ゐ
は
和
以
切
、
う
は
和
宇
切
、
ゑ
は
和
江エ

切
、
お
は

和
遠
切
に
て
、
能
生
の
わ
の
聲
既
に
尤
も
重
け
れ
は
、
所
生
の
ゐ
う
ゑ
お
、
本
音
の
い
う
え
を
よ
り
は
重
き

理
な
り
、
音
曲
を
業
と
す
る
者
、
お
は
を
よ
り
重
し
と
い
ふ
は
、
此
理
を
き
け
る
欤
、
其
外
は
沙
汰
な
き

欤
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
自
筆
稿
本
乙
本
『
和
字
正
濫
鈔
』、
全
集
十
巻
、
二
九
八―

二
九
九
頁
） 

 

「
音
曲
」
が
謡
を
指
す
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
例
と
な
る
の
が
宝
暦
五

年
［1755

］
山
岡
孫
三
郎
筆
『
謡
道
秘
蔵
抄
』6

で
あ
る
。
本
書
は
、『
和
歌
童
翫
抄
』
刊
行
翌
年
の
成
立
で
あ
る
。 

（
十
八
）
一 

文
字
あ
つ
か
ひ
開
合
の
事 

 
 

 
 

 
 

 

附 

色 

当 

色
落 

息
当 

いカ
ロ
シ

ト
ゐオ

モ
シ 

をカ
ロ
シ

ト
おオ

モ
シ 

へカ
ロ
シ

ト
えオ

モ
シ 

しカ
ロ
シ

ト
ちオ

モ
シ 

じ
や
う 

 

ち
や
う 

 

そ
う 

 

は
う 

 

き
や
う 

 

け
ふ 

じ 
 

ぢ 
 

よ
く
／
＼
諷
分
候
事 

色
当
や
は
ら
か
に
あ
た
る 

色
落
や
は
ら
か
に
お
と
す
女
に
多
し 

息
当
の
と
も
り
は
な
へ

返
し
当
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
宝
暦
五
年
山
本
孫
三
郎
筆
『
謡
道
秘
蔵
抄
』） 

た
だ
し
記
述
内
容
に
は
差
が
大
き
く
、
両
者
に
影
響
関
係
は
見
出
し
が
た
い
。
仮
名
の
軽
重
や
開
合
、
四
つ
仮
名

を
記
す
こ
と
か
ら
、
右
の
記
事
は
先
行
す
る
仮
名
遣
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
「
し
」
と

「
ち
」
も
軽
重
で
捉
え
て
い
る
こ
と
、
節
の
説
明
も
添
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
仮
名
遣
書
と
は
別

の
、
謡
の
世
界
に
お
け
る
オ
ヲ
の
軽
重
に
関
す
る
説
を
収
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
宣
長
や
契
沖
の
オ
ヲ
の
軽

重
に
関
す
る
言
説
は
、
こ
う
し
た
謡
伝
書
の
中
か
ら
借
用
さ
れ
た
可
能
性
が
十
分
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
。 

 

六六
．．
二二
．．
仮仮
名名
をを
引引
くく
とと
母母
音音
がが
出出
るる――

長長
音音
にに
おお
けけ
るる
母母
音音
のの
析析
出出――

  
 

宣
長
の
「
お
を
所
属
弁
」
で
は
、
五
十
音
図
の
ア
行
と
ワ
行
の
ヲ
と
オ
の
錯
誤
を
修
正
す
る
た
め
に
、
①
於
が
安

以
宇
衣
と
同
類
で
あ
る
こ
と
、
②
於
が
「
お
」
に
連
な
る
こ
と
を
統
一
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
（
釘
貫
二
〇
〇
七
、
一

一
二
頁
）。
そ
の
①
の
証
拠
と
し
て
、「
地
名
の
引
き
母
音
と
し
て
安
以
宇
衣
類
と
と
も
に
於
類
の
仮
名
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
」、
神
楽
や
催
馬
楽
な
ど
の
「
長
ク
引
テ
ウ
タ
フ
声
」
に
於
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

（
十
九
）［…

］
木キ

ノ
国
ヲ
紀
伊
ト
カ
ク
ガ
如
シ
、［
伊イ

ハ
き
ノ
韻ヒ

ビ
キ

也
］、［…

］
備
中
ノ
郷
名
都ツ

宇
［…

］
日
向
ノ
郷
名

覩ト

唹
［…

］
を
ノ
仮
名
ヲ
加ク

ハ
ヘ
ズ
シ
テ
、
皆
お
ニ
用
ル
飫
唹

オ
オ

等
ノ
仮
字
ヲ
加
ヘ
タ
ル
（
中
略
）
凡
テ
韻ヒ

ビ
キ

ハ

あ
い
う
え
お
ニ
限
レ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
是
又
あ
行
ハ
お
ナ
ル
明
証
ナ
リ
、 

 
 

 
 

6 

鴻
山
文
庫
三
七―

77

。
能
研
編
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
山
岡
が
師
匠
の
厩
橋
修
貞
か
ら
許
さ
れ
て
転
写
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
。
本

書
は
、「
観
世
大
夫
の
法
名
列
記
や
観
世
流
演
目
記
載
か
ら
も
、
本
書
が
観
世
流
の
人
の
手
で
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
厩

橋
修
貞
が
観
世
流
を
嗜
ん
だ
人
物
で
、
黒
雪
の
指
導
を
受
け
た
人
物
の
編
者
な
ど
に
基
づ
い
て
編
ん
だ
書
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
の
山

岡
は
そ
れ
を
忠
実
に
転
写
し
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
」（
二
四
三
頁
）
と
あ
る
。
山
岡
、
厩
橋
と
も
に
未
詳
だ
が
、
山
岡
は
江
州
の
武
士

か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
山
岡
は
寛
延
四
年
山
岡
孫
三
郎
筆
『
謡
書
』（
鴻
山
文
庫
三
七―

42

）
も
残
し
て
い
る
。 



−
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七七
．．
まま
とと
めめ  

一
． 
近
世
初
期
の
謡
伝
書
で
は
、
調
音
音
声
学
的
な
分
析
や
、
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
体
系
的
把
握
を
行
う
な
ど

先
進
的
か
つ
合
理
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
。
特
に
『
筆
之
次
』
で
は
「
ア
タ
ル
」
と
い
う
節
名
で
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
示
す
他
、
日
常
語
の
分
析
も
行
っ
て
い
る
。 

二
． 

近
世
国
学
者
ら
は
謡
伝
書
の
発
音
知
識
を
間
接
的
に
利
用
し
て
い
る
。
契
沖
や
宣
長
の
著
述
に
現
れ
る

「
オ
ヲ
の
軽
重
」
や
「
長
音
化
に
よ
る
母
音
の
析
出
」
と
い
う
観
点
は
、
謡
伝
書
で
な
じ
み
の
あ
る
内

容
で
あ
り
、
彼
ら
は
分
析
の
枠
組
み
と
し
て
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る
。 

 
 

 

【
参
考
文
献
】
※
傍
線
部
の
略
称
名
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。 

岩
淵
悦
太
郎
（
一
九
四
四
）「
謡
曲
発
音
資
料
と
し
て
の
謳
曲
英
華
抄
」
橋
本
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
国
語
学
論
集
』、
岩
波
書
店 

表
章
（
一
九
六
五
）『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
』
わ
ん
や
書
店 

表
章
・
竹
本
幹
夫
（
一
九
八
八
）「
四 

室
町
後
期
・
江
戸
初
期
の
伝
書
と
そ
の
特
質
」『
岩
波
講
座 

能
・
狂
言
Ⅱ 

能
楽
の
伝

書
と
芸
論
』
岩
波
書
店 

釘
貫
亨
（
二
〇
〇
七
）『
近
世
仮
名
遣
い
論
の
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会 

坂
本
清
恵
（
二
〇
〇
〇
）『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
笠
間
書
院 

佐
藤
宣
男
（
一
九
七
六
）「
和
歌
童
翫
抄―

―

翻
刻―

―

」『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
一
九 

田
草
川
み
ず
き
（
二
〇
一
二
）『
浄
瑠
璃
と
謡
文
化―

―

宇
治
加
賀
掾
か
ら
近
松
・
義
太
夫
へ―

―

』
早
稲
田
大
学
出
版
部 

竹
村
明
日
香
（
二
〇
二
三
）「
宣
長
と
謡
伝
書―

―

『
漢
字
三
音
考
』
に
み
る
四
声
観
の
摂
取―

―

」
第
二
回
日
本
文
献
研
究
会

発
表
資
料 

竹
村
明
日
香
（
二
〇
二
四
）「
契
沖
の
仮
名
遣
書
に
お
け
る
『
塵
芥
抄
』
系
謡
伝
書
『
筆
之
次
』
の
利
用
の
跡
」
第
一
三
四
回
国

語
語
彙
史
研
究
会
発
表
資
料 

高
山
知
明
（
一
九
九
八
）「
十
七
世
紀
末
の
前
鼻
音
の
実
態
に
つ
い
て―

―

『
以
敬
斎
聞
書
』『
和
字
正
濫
鈔
』
の
再
検
証―

―

」

『
香
川
大
学
国
文
研
究
』
二
十
三 

辻
宏
一
（
一
九
八
二ａ
）「
資
料
紹
介 

筆
の
次
」『
芸
能
史
研
究
』
七
八 

辻
宏
一
（
一
九
八
二
ｂ
）「
進
藤
以
三
の
謡
の
特
徴
に
つ
い
て―

謡
本
と
『
筆
の
次
』
を
中
心
に
」『
国
語
と
国
文
学
』
五
九―
一 

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
（
一
九
九
八
）『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
（
中
）［
第
二
部 

注
釈
書
・
伝
書
、
他
］』

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所 

宮
本
圭
造
（
二
〇
〇
五
）「
第
五
節 

進
藤
家
の
人
々
」『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』
和
泉
書
院 

山
田
昇
平
（
二
〇
二
四
）「『
う
む
の
下
濁
る
』
と
い
う
言
い
習
わ
し
の
歴
史
」『
国
語
国
文
』
九
二―

一 
 

【
調
査
資
料
（
引
用
し
た
も
の
に
限
る
）】（
鴻
山
文
庫
＝
鴻
、
般
若
窟
文
庫
＝
般
）
※
引
用
順
に
掲
載
。 

 

三
浦
庚
采
著
・
濱
田
敦
編
並
開
題
（
一
九
七
五
）『
音
曲
玉
淵
集
』
臨
川
書
店
、『
塵
芥
抄
』
金
泥
表
紙
本
（
鴻
三
七-10

）、

『
謡
鏡
集
』（
神
戸
女
子
大
学
森
修
文
庫
本
）、『
金
春
流
詠
口
伝
集 

宗
因
袖
下
』（
般
二-019

）、
謡
の
秘
本
『
筆
の
次
』（
彦
根

城
博
物
館
琴
堂
文
庫
本
。
引
用
に
は
辻
一
九
八
二ａ
を
用
い
た
）、
表
章
校
訂
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
（
一
九
七
三
）『
能
学

資
料
集
成
二
・
細
川
五
部
伝
書
』
わ
ん
や
書
店
（
※
『
節
章
句
秘
伝
抄
』
収
録
）、
表
章
・
小
田
幸
子
校
訂
・
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
編
（
一
九
七
八
）『
能
学
資
料
集
成
九
・
金
春
安
照
伝
書
集
』
わ
ん
や
書
店
、
久
松
潜
一
校
訂
代
表
（
一
九
七
三
）『
契
沖
全

集 

第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
大
野
晋
担
当
編
者
（
一
九
七
五
）『
本
居
宣
長
全
集
第
五
巻
』
筑
摩
書
房
、
宝
暦
五
年
山
本
孫
三
郎

筆
『
謡
道
秘
蔵
抄
』
鴻
三
七-77

、
慶
安
三
年
刊
『
謡
花
伝
書
』（「
謡
書
」）
鴻
三
七-38 

 

付
記
：
本
発
表
は
、
科
研
費19K13200

、24K03916

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 


